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政
治
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道
路
調
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会
長

比例代表も
自民党へ

一人ひとりとともに、「新しい日本」を。
　
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
充
実
、子
育
て
応
援
手
当
の
支
給
、

電
気
・
ガ
ス
料
金
支
援
の
継
続
、ガ
ソ
リ
ン
価
格
引
き
下
げ
で

家
計
を
支
援
。
年
収
の
壁
を
1
7
8
万
円
に
拡
大
し
ま
す
。

物
価
高
対
策
と
手
取
り
増
で
暮
ら
し
を
守
る
!

　
保
育
・
医
療
・
介
護
等
で
働
く
方
の
給
与
増
。
中
小
企
業

賃
上
げ
へ
、適
正
価
格
取
引
と
税
制
や
伴
走
型
の
支
援
実
施
。

女
性
や
シ
ニ
ア
、
障
害
者
の
労
働
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

物
価
高
に
負
け
な
い
収
入
ア
ッ
プ
を

   

人
口
減
で
も
暮
ら
し
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
守
り
、「
協
創
」

社
会
を
目
指
し
ま
す
。
地
元
学
生
の
学
費
軽
減
、
人
材
確
保
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
観
光
振
興
、
郵
便
局
活
用
も
進
め
ま
す
。

　
若
者
の
負
担
に
配
慮
し
つ
つ
、
必
要
な
医
療
・
介
護
を
提

供
し
、
負
担
で
き
る
人
が
支
え
る
持
続
可
能
な
社
会
保
障
を

構
築
。
無
料
が
ん
検
診
や
国
民
皆
歯
科
健
診
等
を
進
め
ま
す
。

　
全
国
ど
こ
で
も
、
給
食
費
、
子
ど
も
医
療
費
、
出
産
費
用

自
己
負
担
の
ゼ
ロ
、「
３
つ
の
ゼ
ロ
」
を
実
現
し
ま
す
。

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

　
肥
飼
料
価
格
高
騰
対
策
の
強
化
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
農

業
で
生
産
性
向
上
。
農
産
物
輸
出
、
食
料
自
給
率
向
上
、
水

産
業
の
成
長
産
業
化
、持
続
可
能
な
林
業
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
社
会
を
支
え
る
農
林
水
産
業
へ
の
支
援
を

　
戦
略
的
外
交
、
安
保
体
制
強
化
、
憲
法
改
正
を
推
進
。
男

系
継
承
を
維
持
し
な
が
ら
安
定
的
皇
位
継
承
と
皇
族
数
確
保

へ
議
論
を
深
め
ま
す
。
衆
院
定
数
１
割
削
減
を
含
む
選
挙
制

度
見
直
し
、
拉
致
被
害
者
即
時
帰
国
を
目
指
し
ま
す
。

強
い
日
本
を
取
り
戻
す
、
国
家
の
基
盤
強
化
へ

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
変
わ
ら
ぬ
子
育
て
支
援
を

「
健
幸
」
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
人
生 

100  

年
時
代
へ

昭
和
30
年

昭
和
54
年

平
成
30
年

令
和
2
年

令
和
4
年

令
和
6
年

11
月
22
日
生
ま
れ

東
京
大
学
卒
業
　
大
蔵
省
入
省

自
民
党
総
務
会
長

内
閣
官
房
長
官
、
拉
致
問
題
担
当
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

財
務
大
臣
・
金
融
担
当
大
臣

か

と 

う

か 

つ

の 

ぶ

まっすぐに、
まっとうに！
加藤勝信の経歴

加
藤
勝
信!

!!!!!


